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の
３
項
目
か
ら
な
る
も
の
で
す
。

　

③
市
単
独
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、仕
分
け
手
法
を
用
い
て
事
業
を
調

査
・
審
議
す
る
こ
と
を
審
議
会
に
諮
問

し
て
お
り
、こ
れ
を
受
け
て
審
議
会
が

実
施
し
た
も
の
で
す
。
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３
のののののの
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■
目
的
は

　

財
政
状
況
が
厳
し
い
な
か
、こ
ど
も

手
当
て
な
ど
、国
・
地
方
の
二
重
行
政
の

無
駄
を
市
民
目
線
で
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、平
成
23
年
度
予
算
編
成
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
事
業
仕
分
け
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

■
仕
分
け
ま
で
の
経
緯

　

平
成
22
年
６
月
29
日
、大
谷
範
雄
市

長
は
、公
募
で
選
ば
れ
た
市
民
13
人
と

学
識
者
１
人
の
14
人
か
ら
な
る
那
須
烏

山
市
総
合
政
策
審
議
会（
宇
都
宮
大
学
国
際

学
部
教
授
中
村
祐
司
会
長
）に
対
し
、市
重
要

政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

諮
問
し
ま
し
た
。

①
市
総
合
計
画
後
期
計
画
等
の
あ
り
方

に
つ
い
て

②
市
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

の
あ
り
方
に
つ
い
て

③
市
単
独
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

中村会長
　あいさつ

『いよいよこの日
が来たかという思
いです。今までに
ない行政と市民と
の接点、試み。行政
と市民のベクトル
を共通の方向に向
かわせるお手伝い
をしたい。』 意見を述べる委員

（上／下）

那須烏山市版事業仕分け

『これは単なるセレモニーではありません』『これは単なるセレモニーではありません』『これは単なるセレモニーではありません』

市民よる事業仕分けを実施
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の
３
項
目
か
ら
な
る
も
の
で
す
。

　

③
市
単
独
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、仕
分
け
手
法
を
用
い
て
事
業
を
調

査
・
審
議
す
る
こ
と
を
審
議
会
に
諮
問

し
て
お
り
、こ
れ
を
受
け
て
審
議
会
が

実
施
し
た
も
の
で
す
。

■
仕
分
け
後
は

　

市
は
、仕
分
け
結
果
を
踏
ま
え
て
市

の
方
針
を
決
定
。可
能
な
も
の
は
平
成

23
年
の
当
初
予
算
編
成
方
針
に
反
映
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

傍聴者の声
・テキパキとしてすばらし
　い。
・審議会の委員が仕分け人
　となることに意義がある
　と思う。
・市民目線で討論されるこ
　とは非常に良いこと。
・仕分け人がしっかり勉強
　していた。
・意見交換的な場面も見受
　けられた。

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

が仕分け人
意義がある

論されるこ
こと。
かり勉強

場面も見受

傍聴者の声傍聴者の声 仕分けの現場

事業仕分評価シート集計表 （14人の仕分け人の投票結果）

◎廃止・・・不要である（自治体・民間のいずれも、実施する必要がない）
◎市以外が実施・・・国、県が実施すべき
　　　　　　　・・・民間に移管し民間の責任で実施すべき
◎市が実施・・・市が現行どおり直接実施すべき 
　　　　　・・・市が直接実施するが改善すべき点がある
　　　　　・・・民間に委託等を行い間接的に実施すべき（市の責任のもと）

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

事　　業　　名

定住促進対策事業

若者交流事業費

操法大会費（消防団活動費）

中学生海外派遣事業

奨学資金運営費

企業誘致事業

こんにちは赤ちゃん祝金
支給事業

産学連携（共同開発・販路
開拓）促進事業

住宅用高効率給湯器設置
費補助金交付事業

人口減少に歯止めはかかっているのか。
制度が魅力的な制度になっているのか。

民間の方が柔軟に実施できるはず。
本当に良い事業なのか。

補助金の使途は。本当に必要なものなのか。
目標設定しないと参加するだけになるのでは。

廃止しても良い時期では。
リサイクルする仕組みを考えては。

第２子からの支給に疑問を感じる。
子ども手当てと重複しているのでは。

教育効果の評価分析は。
双方向の交流を働きかけてるべき。

給付する目的や成果を明確にするべきでは。
受給者が市内に残れるようにしては。

国県の制度で十分では。
交付金の使途について検証しているのか。

本市の不利な点を有効利用する考えは。
企業誘致推進委員の効果は。

エコキュートを選択した理由は。
環境対策ではなく経済対策ではないのか。

チャイルドシート購入助成費

仕分け人からの主な意見廃止
国県

計
民間 現行

どおり 要改善
民間
（市の
責任）

市以外が
実施

市が実施

4

6

3

13

8

4

3

1

4

1

1

2

2

1

3

1

4

1

3

3

9

4

8

5

6

7

7

11

5

1

4

2

3

14

14

14

14

14

14

14

14

14

14
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烏山公民館で行われた芸能大会。

真剣に山野草を見る来場者。 園児の絵も出展。

短歌の作品コーナー。 大好評の生け花体験。

芸能大会で踊りを披露。生け花を楽しむ来場者。 つい足を止めてしまう生け花コーナー。

　

体
育
館
内
で
は
、市
民
及
び
文
化
協

会
員
か
ら
募
集
し
た
文
芸
や
書
、美
術
、

工
芸
、写
真
、華
道
に
、市
内
の
保
育
園

や
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
、特
別
支
援
学

校
か
ら
の
作
品
を
加
え
た
１
４
２
２

点
あ
ま
り
を
展
示
。小
学
校
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
並
ぶ
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
を
見

て
回
る
来
場
者
か
ら
は
、自
然
と
笑
み

が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、同
会

場
内
で
は
山
野
草
展
も
同
時
開
催
。こ

れ
ら
の
作
品
展
に
併
せ
て
行
わ
れ
た

生
け
花
や
押
し
花
、書
道
の
体
験
教
室

に
は
多
く
の
市
民
が
参
加
し
、先
生
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
作
品

づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

公
民
館
で
は
、民
謡
、舞
踊
、詩
吟
な

平
成
22
年
度
那
須
烏
山
市

文
化
祭

愛
好
家
の
作
品
や
演
舞
な
ど
が
一
斉
公
開

　

市
民
に
よ
る
芸
術
・
文
化
活
動
の
発
表
の
場
と
な
っ
て
い
る
那
須
烏
山
市

文
化
祭
が
10
月
23
日
と
24
日
を
中
心
に
、
烏
山
体
育
館
と
烏
山
公
民
館
を
主

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ど
に
よ
る
芸
能
大
会
や
本
格
的
な
茶

会
が
開
催
さ
れ
、多
く
の
愛
好
家
が
来

場
。優
美
な
舞
や
茶
席
の
雰
囲
気
な
ど

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
か
ら
25
日
に
は
盆
栽
展

が
山
あ
げ
烏
章
館
で
、菊
花
展
が
11
月

３
日
か
ら
６
日
は
山
あ
げ
会
館
前
、６

日
と
７
日
に
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
で
、ま
た
、小
菊
盆
栽
展
が
山

あ
げ
烏
章
館
に
お
い
て
11
月
５
日
か

ら
10
日
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
24
日
に
は
囲
碁
大
会
が
や
す

ら
ぎ
荘
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
文
化
祭
は
、す
べ
て
の
事
業

を
併
せ
て
約
２
千
人
の
来
場
が
あ
り

大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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健康体操。

健康度チェックをする来場者。

人気の各種模擬店。

今年も大人気の苗木配布。 只今、クイズに挑戦中。 真剣勝負！オセロ大会。

電気自動車の展示・試乗会。

赤ちゃんトコトコ
コンテスト（3枚）。

多くの来場者でにぎわう会場
楽しみながら健康を考える

　
「
健
康
は
み
ず
か
ら
歩
く
一
歩
か
ら
、

心
で
結
ぼ
う
福
祉
の
輪
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
開
か
れ
た
ま
つ
り
に
は
、市
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
40
団
体
が
、

作
品
の
展
示
販
売
や
各
種
模
擬
店
を
出

店
。ま
た
、健
康
福
祉
体
験
・
啓
発
交
流

コ
ー
ナ
ー
で
は
、車
イ
ス
体
験
や
キ
ャ

ン
デ
ィ
ー
す
く
い
、バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

な
ど
が
行
わ
れ
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
と
な
り
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
内
で
は
、健
康
づ
く
り

コ
ー
ナ
ー
や
食
育
コ
ー
ナ
ー
、リ
ラ
ッ

ク
ス
ル
ー
ム
で
の
癒
し
体
験
、骨
密
度

検
査
な
ど
に
つ
い
て
、多
く
の
市
民
が

楽
し
み
な
が
ら
健
康
に
つ
い
て
考
え
ま

し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
内
の
ホ
ー
ル
で
は
、行
政

相
談
、介
護
教
室
を
開
催
。ま
た
、か
わ

い
ら
し
い
赤
ち
ゃ
ん
に
よ
る
ト
コ
ト
コ

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
23
組
の
赤
ち
ゃ
ん
と

保
護
者
が
参
加
、元
気
に
ゴ
ー
ル
し
た

り
途
中
で
床
に
伏
せ
て
し
ま
う
赤
ち
ゃ

ん
な
ど
、微
笑
ま
し
い
光
景
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、市
内
の
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害

者
施
設
な
ど
の
作
品
展
示
や
即
売
コ
ー

ナ
ー
、輪
投
げ
や
オ
セ
ロ
大
会
な
ど
も

大
好
評
。健
康
体
操
で
は
、青
空
の
も
と
、

ス
タ
ッ
フ
や
来
場
者
な
ど
を
巻
き
込
み
、

多
く
の
人
が
体
操
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、緑
化
推
進
の
た
め
に
、ヤ
マ
モ

モ
と
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
750
本
の
無

償
配
布
も
行
わ
れ
、会
場
に
は
長
蛇
の

列
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、当
日
の
バ
ザ
ー
や
模
擬
店
な

ど
の
収
益
金
は
、社
会
福
祉
協
議
会
の

善
意
銀
行
に
寄
付
さ
れ
、福
祉
団
体
の

活
動
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

第５回那須烏山市

　11月7日、市民の健康と福祉への関心を高め、年齢や障がい
を越えて交流の輪を広げることを目的に、市制5周年記念第5
回健康福祉まつり（健康福祉まつり実行委員会主催、青木一夫委員長）
が、那須烏山市保健福祉センターで盛大に開かれ、多くの来場
でにぎわいました。

ほ
ほ
え
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本
誌
５
月
号
で
、地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
関
す
る
特
集
記
事
を
掲
載
し
、市

内
に
お
け
る
地
デ
ジ
難
視
聴
世
帯
の

現
状
及
び
難
視
聴
解
消
に
向
け
た
具

体
的
取
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
後
の
現
地
調

査
の
結
果
、新
た
に
19
地
区
460
世
帯
が

難
視
聴
世
帯
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、

本
市
に
お
け
る
難
視
聴
世
帯
は
合
計

33
地
区
約
１
２
０
０
世
帯
に
ま
で
大

幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
７
月
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送

終
了
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。一
刻
も
早
い

対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。改
め

て
、地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
聴
解
消

に
向
け
た
具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
烏
山
向
田
中
継
局
の
開
局

　

12
月
24
日
よ
り
、烏
山
向
田
中
継
局

が
新
た
に
開
局
し
、地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ま

で
宇
都
宮
、矢
板
、馬
頭
、神
長
、志
鳥

の
各
中
継
局
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
良
好
に
受
信
で
き
な
い
世
帯
に

つ
い
は
、今
回
の
開
局
に
よ
り
大
幅
な

難
視
聴
の
解
消
が
図
ら
れ
る
見
込
み

で
す
。

◇

■
難
視
聴
世
帯
の
解
消
に
向
け
て

　

し
か
し
、向
田
中
継
局
が
開
局
し
て

も
、難
視
聴
が
解
消
さ
れ
な
い
世
帯
が

多
数
発
生
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

国
で
は
、ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
す

る
ま
で
の
短
い
期
間
で
効
率
的
な
難

視
聴
解
消
を
図
る
た
め
、衛
星
を
利
用

し
た
難
視
聴
対
策（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
）

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

但
し
、セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
利
用

は
平
成
27
年
３
月
ま
で
の
暫
定
措
置

で
、こ
の
暫
定
期
間
に
お
い
て
恒
久
的

地
デ
ジ
対
策
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

◇

■
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
利
用
条
件

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

た
め
に
は
、総
務
省
が
管
理
す
る
ホ
ワ

イ
ト
リ
ス
ト（
地
デ
ジ
難
視
聴
対
策
衛
星
放

送
対
象
リ
ス
ト
）に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が

条
件
と
な
り
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、「
デ
ジ
サ

ポ
栃
木
☎
０
２
８―

３
３
３―

３
３

３
１
」に
受
信
調
査
を
依
頼
し
、地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信
不
可
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

調
査
の
結
果
、難
視
聴
世
帯
で
あ
る
場

合
に
は
、デ
ジ
サ
ポ
栃
木
か
ら
総
務
省

に
状
況
報
告
さ
れ
、ホ
ワ
イ
ト
リ
ス
ト

に
登
録
さ
れ
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
世
帯
に
は
、社
団
法
人

デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
議
会（
＝
通
称

Dpa

）の
担
当
者
が
各
世
帯
を
訪
問
し
、

利
用
申
請
を
配
布
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、Dpa

☎
０
５
７
０―

０

８―

２
２
０
０

◇

■
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
象
地
域

　

本
市
に
お
け
る
11
月
末
日
時
点
で

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
象
地
域
は

７
ペ
ー
ジ
の
図
１
の
と
お
り
で
す
。

「
そ
の
他
地
域
」に
該
当
し
、地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
の
受
信
が
で
き
な
い
世
帯

は
、デ
ジ
サ
ポ
栃
木
に
よ
る
調
査
を
至

急
受
け
て
く
だ
さ
い
。

視
聴
解
消
を
図
る
た
め
衛
星
を
利
用

デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信
不
可
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

は
デ
ジ
サ
ポ
栃

急
受
け
て
く
だ
さ

⑦

⑧

いそいでください!!いそいでください!!いそいでください!!
アナログ放送終了まで あとわずか

12月24日烏山向田中継局が新たに開局

「地上デジタル放送受信」へのきめ細やかな支援を行います。
アナログ放送を見ている方・まだ地デジに移行していない方

電話急げ！

電話　028-333-3331
デジサポ栃木へ

受付時間　平日（月～金）　午前9時～午後9時
　　　　　土・日・祝　　　午前9時～午後6時



地上デジタル放送難視地区

① 小白井・三箇
② 月次・南大和久・ 熊田（熊田地区） 
③ 月次・南大和久・ 熊田（大金台）
④ 志鳥・熊田
⑤ 滝田・熊田
⑥ 中山
⑦ 下境（字長手付近）
⑧ 小原沢（字小原沢付近）
⑨ 志鳥
⑩ 月次
⑪ 上川井
⑫ 曲田
⑬ 八ケ代
⑭ 鴻野山
⑮ 宇井
⑯ 福岡・小倉・宇井
⑰ 田野倉
⑱ 曲畑
⑲ 熊田
⑳ 曲畑
㉑ 曲畑
㉒ 八ヶ代 
㉓ 八ヶ代
㉔ 小河原
㉕ 高瀬
㉖ 森田
㉗ 宇井
㉘ 小倉
㉙ 三箇
㉚ 藤田
㉛ 下川井 
32 上川井
33 中山・白久

7

デジタル放送難視地区

井・三箇
次・南大和久・ 熊田（熊田地区） 
次・南大和久・ 熊田（大金台）
鳥・熊田
田・熊田
山
境（字長手付近）
原沢（字小原沢付近）））
鳥
次
川井
田
代
野山
井
岡・小倉・宇井井
野倉
畑
田
畑
畑
代
代
河原
瀬
田
井
倉
箇
田
川井
川井
山・白久

①⑭

⑯
⑰

⑬

㉘

⑨

④

⑫⑳

⑱

㉑㉒

㉓

③
⑩

㉔
㉕

㉖

⑥

⑤

㉗

32

⑪

㉙ ㉛

㉚
⑲

33

②

⑮

セーフティネット対象地域 現在の取り組み

①②④⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳
㉑㉒㉓㉔㉕㉗㉘㉛3233

既にホワイトリストに登録された地域。利用申請書が
配布されていない世帯は、Ｄｐａにお問合せください。

③㉖㉙㉚

⑤及び上記以外の「その他地域」

烏山向田中継局の電波状況を調査中。難視聴世帯に
該当すると、Ｄｐａから利用申請書が配布されます。

烏山向田中継局開局後も難視聴が解消されない場合は、
至急「デジサポ栃木」に現地調査を依頼してください。

【図 １】
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11
月
９
日
、烏
山
山
あ
げ
保
存
会
の

島
崎
利
雄
会
長
が
市
役
所
を
訪
問
し
、

昨
年
の
山
あ
げ
行
事
を
記
録
し
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
100
枚
を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
保
存
会
が
行
事
の
保
存
及

び
継
承
と
地
域
文
化
の
発
展
の
た
め
に

と
今
回
500
枚
制
作
し
ま
し
た
。

　

島
崎
会
長
は「
山
あ
げ
行
事
の
一
連

の
流
れ
が
分
か
る
よ
う
に
編
集
し
て
あ

り
ま
す
。市
で
有
効
活
用
し
て
く
だ
さ

い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、市
と
防
災
協
定
を
締

結
し
て
い
る
埼
玉
県
和
光
市
の
少
年

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
市
を
訪
問
し
、

大
桶
運
動
公
園
で
市
内
の
チ
ー
ム
な

ど
と
親
善
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
市
と
那
珂
川
町
で
つ
く
る

南
那
須
少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟（
三
森
文

徳
会
長
）が
主
催
。那
須
烏
山
市
が
後

援
と
な
り
市
と
防
災
協
定
を
結
ぶ
和

光
市
、ま
た
隣
接
の
那
珂
川
町
と
の

親
睦
・
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
。開
会
式
に
は
、同
サ
ッ
カ
ー

連
盟
三
森
会
長
を
は
じ
め
大
谷
範
雄

市
長
、和
光
市
か
ら
松
本
武
洋
市
長

な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

DVDを寄贈する島崎会長（右側）講演をする中村教授。

真
剣
勝
負
！
サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合

（
写
真
上
／
右
）。

烏
山
山
あ
げ
保
存
会

山
あ
げ
行
事
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
市
に
寄
贈

こ
こ
ろ
の
健
康
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

和
光
市
の
５
チ
ー
ム
と
那
須
烏
山

市
か
ら
４
チ
ー
ム
、那
珂
川
町
か
ら

１
チ
ー
ム
が
参
加
。選
手
た
ち
は
、ハ

ツ
ラ
ツ
と
し
た
プ
レ
ー
を
展
開
し
、

す
が
す
が
し
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。ま
た
、会
場
内
で
は
参
加
し
た
小

学
生
や
保
護
者
な
ど
約
500
人
が
互
い

に
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
時
に
は
、興
野
農
産
物
直
売

所
の
会
員
が
巨
大
鍋
で
調
理
し
た
す

い
と
ん
を
無
料
で
振
る
舞
い
、参
加

者
に
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
販
売
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
市
観
光
協
会
☎
84―

１
９
７
７

ま
で
。

　

11
月
２
日
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

こ
こ
ろ
の
健
康
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
が
開
催
さ
れ
、市
民
16
人
が
受
講
し

ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、こ
こ
ろ
の
悩
み
を
抱

え
て
い
る
市
民
が
増
え
て
い
る
中
、そ

の
方
々
を
支
え
る
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー

を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

第
１
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
こ
の

日
は
、自
治
医
科
大
学
教
授
で
栃
木
県

自
殺
対
策
連
絡
協
議
会
長
の
中
村
好

一
教
授
か
ら「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ

た
め
に
は
」の
話
が
あ
り
、受
講
者
は

熱
心
に
話
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。

　

受
講
者
の
高
津
戸
千
代
子
さ
ん
は

「
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
の
深
刻
さ
が

分
か
り
ま
し
た
。う
ま
く
話
を
聞
い
て

あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
計
５
回
開
催
さ

れ
、終
了
後
は
地
域
の
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

防
災
協
定
を
結
ぶ
和
光
市
と

　

小
学
生
が
サ
ッ
カ
ー
で
交
流
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　次代を担う栃木の子どもたちが、心豊かで
たくましく成長することは県民全ての願い
です。しかし、現在、懸念されている家庭や地
域の教育力の低下や、ますます希薄になる人
とのふれあいやつながりに加え、児童虐待や
若年無業者の増加など、子ども・若者を取り
巻く環境は年々厳しくなっています。
　青少年が心身ともに健全に成長していく
ためには、親はもとより周りの大人がより積
極的に子どもの成長に関わっていく必要が
あります。
　そこで栃木県では、子どもたちを育成して
いく上での基本となりまた、一人ひとりが実
行していくための基本理念や行動方針とし
て、「とちぎの子ども育成憲章」を今年2月に
制定しました。

大人からのメッセージ

とちぎの子ども育成憲章◆全県下一斉の取組
　納税の公平と税収の確保を図るため、11～12月
を「市町村税徴収強化月間」として、栃木県との協働
により、全県下一斉に徴収の強化に取り組みます。
◆三位一体改革と税源移譲
　平成19年度から、三位一体の改革により国から
の補助や負担金が削減され、その分が住民税（地方
税）に移し替えられました。しかし、財源ではなく
税源の移譲なので、住民税の収入率が低いと、那須
烏山市の歳入は少なくなってしまいます（※住民税
が増えた分、所得税は減っています）。このことは、那須烏
山市の予算に占める市町村税の割合が、大きく
なったことを意味しています。
　税収が確保できない場合、予定していた事業が
行えなくなったり、必要な住民サービスの提供に
支障をきたすことになります。
◆一人ひとりが那須烏山市を支える
　これからは、市民のみなさん一人ひとりが、これ
まで以上に重要な役割を担うことになります。国
ではなく、納税者であるみなさんが自分たちの市
を支えていくことになるのです。
◆自主的な納付
　那須烏山市では、自主的な納税を期待していま
す。期限を過ぎても納付がない場合は財産の滞納
処分（差押・公売など）をしなければなりません。差押
財産の調査のため、滞納者の住居や事業所の捜索、
自動車差押のためのタ
イヤロック（写真）をする
こともあります。滞納処
分をしなくてもよいよ
うに、みなさんの自主的
な納税をお願いします。

未来へつなぐあなたの納税
市町村税徴収強化月間2010冬

納税相談 ：

納税催告 ：

財産調査 ：

給与調査 ：

差押処分 ：

【問い合わせ】税務課 管理収税係 ☎0287-83-1114

市町村税を納期限内に納めることが
困難な人の相談を受け付けています。
納期限を過ぎても納付がない人に対
し、督促状・催告書等の送付、電話催
告、自宅訪問、勤務先訪問を行います。
滞納者の財産について、官公署、金融
機関、保険会社、通信機関等に対し調
査を行います。
滞納者の給与を差押するため、勤務先
に対し給与の調査を行います。
不動産・預貯金や生命保険、給与のほ
か自動車等の差押を行います。差押後
も納付されない場合、差押財産の公
売・取立を行います。

那須烏山市では税収確保に向け、次のような
取組を行っています。
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11
月
５
日
、つ
く
し
幼
稚
園（
羽
石
典
子

園
長
）で
、年
長
組
の
園
児
が
園
外
保
育

の
一
環
と
し
て「
介
護
老
人
施
設
」を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、園
児
た
ち
が
介
護
老
人
施

設
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
り
、お
年
寄

り
を
い
た
わ
る
気
持
ち
を
学
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、園
児
た
ち
38
人
は
愛
和
苑

と
南
那
須
老
人
保
健
施
設
を
訪
問
。お

年
寄
り
を
前
に
歌
や
ダ
ン
ス
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、園
児
た
ち
か
ら
肩
た
た
き
や

手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
貰
う
と
、お

年
寄
り
の
中
に
は
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
涙

歌のプレゼントをする園児。

まだまだ掘らなきゃ。

ぬいぐるみ劇「ピノキオ」。

園児に大人気のゴン太。

つ
く
し
幼
稚
園
で
園
外
保
育

介
護
老
人
施
設
を
訪
問

す
く
す
く
保
育
園
児
が
イ
モ
掘
り
体
験

に
こ
に
こ
保
育
園
で
人
形
劇
鑑
賞

  

か
わ
い
い
演
技
に
子
ど
も
た
ち
大
喜
び

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

南
那
須
老
人
保
健
施
設
の
入
所
し
て

い
る
80
代
の
男
性
は
代
表
し
て「
来
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
、元
気

に
大
き
く
な
っ
て
く
だ
さ
い
」と
優
し

い
口
調
で
園
児
た
ち
に
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。

　

10
月
27
日
に
、す
く
す
く
保
育
園
の

３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
園
児
57
人
が
、

野
上
に
あ
る
渡
辺
健
寿
さ
ん
の
畑
で
イ

モ
掘
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
小
さ
な
手
で
大
き
く
実
っ

た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
掘
り
起
こ
し
て
は「
と

れ
た
、と
れ
た
」と
先
生
に
報
告
し
て
い

ま
し
た
。泥
だ
ら
け
に
な
っ
た
園
児
た
ち

は
、自
分
で
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
袋

い
っ
ぱ
い
に
入
れ
て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　11月1日と2日、つくし幼稚園で園
児のおじいちゃんとおばあちゃん
の参観が行われ、園児たちは楽しい
ひと時を過ごしました。
　同園で初めてとなるこの催しは、
おじいちゃんやおばあちゃんとふ
れあい、関わりを持つことで、園児
たちが感謝の気持ちを持つことを
ねらいに開催されました。
　当日は、園児から歌やお遊戯のプ
レゼントや、一緒に歌を歌うなど、
笑顔が絶えないひと時となりました。
　この日、千葉県船橋市から駆けつ
けた石倉由美ちゃんのおじいちゃ
んの矢作康弘さんは「孫に会いたく
て新幹線で飛んで来ました。孫と遊
べて楽しかった」と終始笑顔で答え
てくれました。

　

に
こ
に
こ
保
育
園（
神
長
喜
美
子
園
長
）

で
11
月
19
日
の
午
前
中
、同
保
育
園
の

園
児
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
き
ら

き
ら
の
子
ど
も
た
ち
、一
般
参
加
の
親

子
30
組
が
合
同
で
、劇
団
こ
ぐ
ま
座（
千

葉
県
松
戸
市
）に
よ
る
人
形
劇
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

　

初
め
に
子
ど
も
た
ち
は
、ぬ
い
ぐ
る

み
劇「
ピ
ノ
キ
オ
」を
鑑
賞
。悪
役
が
出

て
く
る
と
、「
い
っ
ち
ゃ
だ
め
」と
ピ
ノ

キ
オ
に
声
を
か
け
る
子
ど
も
た
ち
。会

場
い
っ
ぱ
い
に
駆
け
回
る
ピ
ノ
キ
オ

に
釘
付
け
に
な
っ
た
り
、人
形
た
ち
の

ひ
ょ
う
き
ん
な
動
き
に
笑
い
が
起
き

た
り
と
、夢
中
に
な
っ
て
観
て
い
ま
し
た
。

　

劇
が
終
わ
る
と
、ゴ
リ
ラ
の
ゴ
ン
太

が
登
場
。ゴ
ン
太
が
踊
る
華
麗
な
ダ
ン

ス
に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。ゴ
ン
太

と
一
緒
に
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
し
た

り
、劇
団
の
お
姉
さ
ん
の
歌
に
合
わ
せ

て
手
遊
び
体
操
を
楽
し
ん
だ
り
、元
気

に
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
ゴ
ン
太
や
ピ
ノ
キ
オ
た
ち

と
握
手
を
し
て
ふ
れ
あ
い
、子
ど
も
た

ち
み
ん
な
で「
ま
た
ね
！
」と
大
き
な

声
で
お
別
れ
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

◇

　

つ
く
し
幼
稚
園
と
烏
山
幼
稚
園
の

園
児
も
人
形
劇
を
鑑
賞
。

　

19
日
の
午
後
、つ
く
し
幼
稚
園（
羽
石

典
子
園
長
）で
も
劇
団
こ
ぐ
ま
座
に
よ
る

人
形
劇
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。こ
の
日
は

烏
山
幼
稚
園（
渡
辺
喜
代
子
園
長
）の
園
児

も
一
緒
に
鑑
賞
。両
幼
稚
園
間
の
交
流

も
兼
ね
合
同
で
開
催
し
た
も
の
で
す
。

つくし幼稚園で
おじいちゃんおばあちゃん参観

やはぎ
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11
月
５
日
、烏
山
小
学
校
１
年
１
組

の
児
童
32
人
が
、生
活
科
の
授
業
の
一

環
で
す
く
す
く
保
育
園
を
訪
れ
、園
児

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
校
外
学
習
は
、園
児
と
の
交
流

を
通
し
て
、自
分
の
成
長
を
気
づ
か
せ

る
こ
と
が
ね
ら
い
。最
初
は
緊
張
気
味

だ
っ
た
児
童
た
ち
で
し
た
が
、歌
や
ダ

ン
ス
の
披
露
、カ
ー
ド
め
く
り
、輪
投
げ

等
の
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
、

す
っ
か
り
打
ち
解
け
て
仲
良
く
な
り
、

お
兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん
の
よ
う
に
ふ
る

ま
う
児
童
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
が
見
ら

れ
、園
児
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

歌を歌う児童たち。みかん狩りを楽しむ園児たち。

一世君からのプレゼント。

烏
山
小
学
校
と
す
く
す
く
保
育
園
交
流
が
広
が
る

い
つ
も
お
仕
事
あ
り
が
と
う

　

宮
原
保
育
園
児
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

七
合
保
育
園
で
み
か
ん
狩
り

　

園
児
の
佐
藤
聖
奈
ち
ゃ
ん（
５
才
）は

「
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
は
歌
が
上
手

で
す
。来
年
小
学
校
に
入
学
す
る
の
が

楽
し
み
で
す
」と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

11
月
18
日
、勤
労
感
謝
の
日
を
前
に
、

宮
原
保
育
園
さ
く
ら
組
の
園
児
15
人
が

市
役
所
を
訪
れ
、日
頃
の
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。

　

働
く
人
の
た
め
に
と
、園
児
た
ち
が

一
生
懸
命
作
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
来
年

度
の
カ
レ
ン
ダ
ー
。始
め
は
、緊
張
し
て

い
た
園
児
た
ち
も「
い
つ
も
お
仕
事
あ

り
が
と
う
」と
言
っ
て
、市
長
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
渡
す
と
ほ
っ
と
し
た
様
子
で
し

　

11
月
17
日
、七
合
保
育
園（
小
川
久
美
子

園
長
）の
園
児
27
人
は
、国
見
の
小
森
義

男
さ
ん
が
経
営
す
る
国
見
山
み
か
ん
園

を
訪
れ
、み
か
ん
狩
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、園
児
た
ち
に
自

然
に
ふ
れ
あ
う
機
会
を
増
や
そ
う
と
始

め
ら
れ
、今
年
で
５
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

園
児
た
ち
は
、た
わ
わ
に
実
っ
た
み

か
ん
の
木
を
前
に
大
は
し
ゃ
ぎ
。先
生

の
注
意
を
聞
い
た
後
、そ
れ
ぞ
れ
み
か

ん
を
木
か
ら
採
っ
て
味
見
し
、口
々
に

　

10
月
25
日
、烏
山
幼
稚
園
に
、子
ど

も
た
ち
に
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

ド
ラ
え
も
ん
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、ド
ラ
え
も
ん
の
突

然
の
訪
問
に
び
っ
く
り
し
な
が
ら
も

「
甘
い
」、「
お
い
し
い
ね
」と
言
い
な
が
ら

美
味
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

大
喜
び
。手
を
つ
な
い
だ
り
、一
緒
に
歌

を
歌
っ
た
り
と
終
始
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

　

園
児
か
ら
ど
ら
焼
き
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
た
ド
ラ
え
も
ん
は
ニ
コ
ニ
コ
と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

　

実
は
こ
れ
、テ
レ
ビ
番
組
の
イ
ベ
ン

ト
に
、幼
稚
園
に
通
う
堀
江
一
世
君（
６

歳
）が
応
募
し
た
と
こ
ろ
見
事
当
選
。

「
ぼ
く
が
通
っ
て
い
る
幼
稚
園
が
今
年

で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
き
来
て
ほ

し
い
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
答
え
て

実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

一
世
君
は「
ド
ラ
え
も
ん
が
来
た

と
き
は
び
っ
く
り
し
た
け
ど
、す
ご

く
う
れ
し
か
っ
た
」と
興
奮
冷
め
や

ら
ぬ
様
子
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ド
ラ
え
も
ん
と
遊
ん
だ
園
児
た

ち
。一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
が

で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

※

こ
の
模
様
は
12
月
３
日
の
番
組
内
で
放

送
さ
れ
ま
し
た
。

 

烏
山
幼
稚
園
に
遊
び
に
来
た
よ

た
。「
み
な
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
っ
て
が

ん
ば
り
ま
す
」と
笑
顔
で
答
え
た
市
長
。

市
長
室
は
笑
顔
と
優
し
さ
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。

ドラえもんと歌を歌う園児たち。ドラえもんと歌を歌う園児たち。ドラえもんと歌を歌う園児たち。

い
ち
せ
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第5回第5回

おいしそうにほおばる七合小の児童。

研究発表する郡司先生。

　

栃
木
県
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議

会
主
催
の「
子
ど
も
の
料
理
コ
ン
ク
ー

ル
」が
開
催
さ
れ
、烏
山
小
学
校
６
年
の

永
山
楓
奈
さ
ん
が
出
品
し
た「
わ
た
し

の
元
気
モ
リ
モ
リ
弁
当
」が
、４
位
に
相

当
す
る
ア
イ
デ
ア
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
県
内
の
小
学
４
〜
６

年
生
が
出
品
。テ
ー
マ
は「
自
分
の
た
め

の
手
作
り
お
べ
ん
と
う
」。最
終
審
査

は
、自
分
が
考
え
た
お
弁
当
を
ひ
と
り

で
２
人
分
作
る
他
に
、野
菜
が
100
ｇ
以

　

市
は
10
月
29
日
、市
内
の
全
小
中
学
校
の

給
食
に
、地
元
で
生
産
さ
れ
た
牛
肉
を
使
っ

た
料
理
を
提
供
す
る「
地
元
和
牛
食
材
提
供

事
業
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、市
内
で
生
産
さ
れ
た
牛
肉
の
利

用
向
上
と
供
給
の
増
加
、地
産
地
消
及
び
食

育
の
推
進
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、こ

の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、牛
肉
を
た
っ
ぷ
り
使

用
し
た
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
の
他
に
、米
粉
パ

ン
、こ
ぶ
し
が
丘
牛
乳
、大
根
サ
ラ
ダ
、梨
の

５
品
。県
内
産
の
梨
以
外
は
全
て
那
須
烏
山

市
産
と
い
う
地
産
地
消
の
献
立
と
な
り
ま

し
た
。

　

七
合
小
学
校
３
年
生
の
佐
藤
漢
く
ん
は

「
ス
テ
ー
キ
の
よ
う
な
お
肉
で
お
い
し
か
っ

た
。ま
た
食
べ
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
て
く

か
ん

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
２
５
０
０
食

分
に
使
用
し
た
牛
肉
は
、三
箇
の
横
山
定
男

さ
ん
が
育
て
た
黒
毛
和
牛
で
、最
高
の
肉
質

と
し
て
認
め
ら
れ
た
ブ
ラ
ン
ド「
と
ち
ぎ
和

牛
」。市
で
は
今
年
度
中
に
も
う
一
度
、こ
の

事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

食育プチ情報

「冬至にかぼちゃとゆず湯？？」
　冬至（毎年12月22日頃）は、1年中で最も昼が
短く夜が長い日です。この日はかぼちゃを
食べてゆず湯に入り、無病息災を祈るとい
う昔ながらの風習があります。
　かぼちゃの収穫は夏ですが、長期保存が
効くため、野菜が少なくなる冬の貴重な栄
養源として重宝されてきました。かぼちゃ
に多く含まれるカロチンは、体内でビタミ
ンAに変わり肌や粘膜を丈夫にし、抵抗力
をつけてくれます。「冬至にかぼちゃを食
べると風邪をひかない」と言われるのはそ
のためです。一方、ゆず湯に入る風習は、湯
につかって病を治す「湯治」と冬至の読み
にかけています。ゆず湯に入ると、美肌効
果や体が温まって風邪をひかないとも言
われ、ゆずのいい香りは、リラックス効果
があります。
　年越し前の冬至にかぼちゃを食べ、ぽか
ぽかゆず湯に入って、寒い冬を元気に乗り
きりましょう。

とうじ

上
使
っ
て
あ
る
か
、身
近
な
食
材
を

使
っ
て
い
る
か （
１
人
分
５
０
０
円
以
内
）、

１
時
間
程
度
で
作
れ
る
か
、栄
養
バ
ラ

　

11
月
１
日
、七
合
小
学
校
を
会
場

に「
栃
木
県
小
学
校
教
育
研
究
会
保

健
安
全
教
育
研
究
大
会
南
那
須
大

会
」が
開
催
さ
れ
、県
内
か
ら
関
係

者
約
100
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
会
会
場
校
の
七
合
小
学
校
で

は
、食
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

と
、理
想
と
す
る
食
習
慣
を
児
童
た

ち
が
身
に
付
け
る
た
め
に
取
り
組

ん
で
お
り
、こ
の
日
は
そ
の
成
果
を

同
校
の
郡
司
あ
や
子
先
生
が
発
表
。

学
校
、家
庭
、地
域
が
連
携
し
た
活

動
を
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た

ふ
う
な

ン
ス
は
ど
う
か
な
ど
、厳
し
い
基
準

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
元
の
野
菜
を
使
っ
て
栄
養
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
ま
し
た
。お
母
さ
ん

の
大
変
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
」と
永

山
さ
ん
。子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
食

事
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、そ
れ
を
実

際
に
作
る
と
い
う
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
は
、こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
上
で

必
要
な
力
を
身
に
つ
け
る
事
が
で

き
る
、と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で

す
。

　

永
山
さ
ん
、こ
れ
か
ら
も
お
い
し

い
料
理
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

平
成
22
年
度
子
ど
も
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

  

七
合
小
学
校
で

食
育
活
動
に
つ
い
て
の

　
　

 　

研
究
発
表
会

永
山
さ
ん

ア
イ
デ
ア
賞
受
賞
！

受賞したお弁当（上）と
笑顔の永山さん（右）。

結
果
、給
食
の
食
べ
残
し
が
減
っ
た
、朝

食
を
食
べ
な
い
児
童
の
数
が
減
っ
た
、

保
護
者
の
食
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
等

の
成
果
が
あ
が
っ
た
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
な
す
か
ら
す
や
ま
市
食
育
推
進
計

画
」を
進
め
る
本
市
に
と
っ
て
も
、今
回

の
成
果
は
計
画
に
弾
み
を
つ
け
る
も
の

に
な
り
ま
し
た
。
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平
成
22
年
度
那
須
烏
山
市
消
防
団
通

常
点
検
が
11
月
７
日
、大
桶
運
動
公
園

を
主
会
場
に
開
か
れ
、団
員
や
来
賓
な

ど
約
700
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
は
、市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
、火
災
や
水
害
な
ど
の
際
に

は
速
や
か
な
出
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

点
検
は
、機
械
器
具
や
放
水
な
ど
を
点

検
し
非
常
時
の
備
え
に
対
処
し
よ
う

と
、市
長
を
点
検
者
と
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
広
く
市
民
へ
防

火
・
防
災
意
識
を
周
知
し
団
員
の
士
気

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、８
分
団
41
部
か
ら
482
人
と

市
内
４
中
学
校
の
少
年
消
防
隊
員
105
人

が
参
加
。ま
た
、今
年
度
か
ら
結
成
し
た

女
性
消
防
隊
11
人
が
初
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。点
検
者
宣
言
に
続
き
、人
員
・

服
装
点
検
、機
械
器
具
点
検
、放
水
点
検

を
実
施
。放
水
点
検
で
は
、女
性
消
防
隊

も
加
わ
り
軽
可
搬
ポ
ン
プ
を
扱
っ
て
放

水
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
会
場
を
市
街
地
に
移
し
、市

役
所
烏
山
庁
舎
か
ら
山
あ
げ
会
館
ま
で

分
列
行
進
を
実
施
。沿
道
の
市
民
が
見

守
る
中
、全
消
防
団
員
と
消
防
自
動
車

41
台
が
行
進
し
、点
検
が
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

　

通
常
点
検
に
合
わ
せ
て
当
日
は
、消

防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員
や
団
体

■
知
事
表
彰

▽
模
範
消
防
団
員
：
岡
﨑
裕
一
、小
鍋
孝
志

▽
消
防
関
係
功
労
者
：
久
郷
敬
久
、川
俣
勇

■
栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

▽
功
績
章
：
青
木
敏
久
、吉
沢
一
高

▽
勤
続
章

【
35
年
】中
山
茂

【
25
年
】大
橋
光
一
、久
郷
健
夫

【
20
年
】久
郷
敬
久
、川
俣
勇

【
15
年
】青
木
敏
久
、磯
政
之
、鈴
木
満
、

石
川
晋
一
郎
、礒
則
夫
、後
藤
洋
、井
上

剛
、草
分
信
也
、関
正
一
、岡
崎
美
智
雄
、

栗
田
貴
久
、小
森
長
男
、関
三
男
、矢
野

雄
一
、河
又
伊
佐
男
、佐
藤
紀
之
、大
貫

裕
一
、大
笹
久
幸
、高
野
誠
一

初参加の女性消防隊。

市民が見守る中、分列行進。

再編の説明をする市役所担当者。

本市の新消防署建設予定位置

女性消防隊による放水。

な
ど
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

※

模
範
消
防
団
員
知
事
表
彰
、県
消
防
協
会
長
表

彰
の
受
賞
者
と
、10
月
７
日
に
宇
都
宮
市
で
行
わ

れ
た
消
防
関
係
功
労
者
知
事
表
彰
の
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

【
10
年
】鈴
木
康
宏
、和
智
祐
一
、横
山
英

介
、荒
井
裕
明
、高
野
一
宏
、小
川
岳
人
、

中
山
正
和
、小
窪
貴
之
、佐
藤
英
一
、星

宮
宏
文
、松
本
典
久
、鈴
木
直
樹
、相
吉

沢
勝
弘
、田
代
義
久
、小
室
貴
明
、雫
智

行
、橋
本
征
彦
、小
西
博
明
、菊
池
善
也
、

大
森
伸
一
、菊
池
紀
夫
、阿
部
征
幸
、藤

田
法
彦
、岡
和
宏
、入
江
英
夫
、加
藤
武
、

加
藤
裕
一
、小
滝
淳
、手
塚
美
智
雄
、和

田
淳
一
、増
子
和
宏
、高
田
直
人
、佐
藤

充
宏
、佐
藤
和
彦
、増
渕
勲
、中
山
智
之
、

青
山
栄
一

▽
親
子
消
防
団
員
：
皆
川
孝
行
・
皆
川
樹

里

　

市
で
は
、11
月
８
日
か
ら
19
日
か

け
て
、広
域
消
防
再
編
に
関
す
る
説

明
会
を
市
内
６
ケ
所
の
公
民
館
で
開

催
し
、再
編
の
必
要
性
や
方
針
な
ど

６
項
目
に
わ
た
り
説
明
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
市
役
所
の
駒
場
総
務

課
長
が
、広
域
管
内
の
人
口
減
少
、消

防
庁
舎
の
老
朽
化
、消
防
職
員
の
大

量
退
職
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
に
、

現
在
１
市
１
町
に
あ
る
１
本
部
１
署

３
分
署
体
制
を
平
成
25
年
10
月
か
ら

那
須
烏
山
市
１
署（
本
部
機
能
併
設
）、

那
珂
川
町
１
署
の
２
署
体
制
と
し
、

本
市
の
消
防
署
建
設
予
定
地
は
神
長

地
内
を
考
え
て
い
る
と
説
明
。ま
た
、

住
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
配
慮
す
る
こ
と
、消
防

那
須
烏
山
市
消
防
団
通
常
点
検

力
の
低
下
に
繋
が
ら
な
い
こ
と
、財

政
負
担
は
最
小
限
に
す
る
こ
と
の
基

本
理
念
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。出
席

し
た
市
民
か
ら
は「
救
急
車
の
到
着

時
間
が
お
そ
く
な
る
の
で
は
」「
２
署

で
は
少
な
い
の
で
は
」「
移
設
後
の
消

防
庁
舎
の
利
用
方
法
は
」「
旧
庁
舎
を

女
性
消
防
隊
の
詰
所
に
し
て
ほ
し

い
」等
多
く
の
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
に
対
し
、事
業
主

体
の
南
那
須
広
域
行
政
事
務
組
合
長

で
も
あ
る
大
谷
市
長
は「
み
な
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
持
ち
帰
り
、多
方
面

か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

広
域
消
防
の
再
編
に
関
す
る
説
明
会

至月次

至滝
江
　　川

神長橋

分団
詰所

神長
トン
ネル

至
高
瀬
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南那須地区民生委員
児童委員協議会が

全国表彰

　

長
年
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
功
績

に
よ
り
、野
上
の
黒
羽
源
治
さ
ん（
71
歳
）

が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

黒
羽
さ
ん
は
、昭
和
58
年
か
ら
現
在

ま
で
27
年
間
に
わ
た
り
、 

国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
委
員
と
し
て
、幾
多
の

　

南
那
須
地
区
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会（
熊
田
親
男
会
長
）が
、

長
年
に
わ
た
り
地
域
に
社
会
貢

献
し
た
実
績
が
認
め
ら
れ
、平

成
22
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
田
会
長
は「
活
動
が
認
め

ら
れ
て
う
れ
し
い
。今
回
の
受
賞

は
先
輩
方
が
積
み
上
げ
て
き
た

実
績
に
よ
る
も
の
で
す
。こ
れ
か

ら
も
継
続
し
て
い
き
た
い
」と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

に
お
い
て
、厚
生
労
働
大
臣
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
昭
和
22
年
に
発

足
。今
日
ま
で
地
域
福
祉
や
高
齢

者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
、平
成

20
年
か
ら
は
災
害
時
一
人
も
見
逃

さ
な
い
運
動
を
展
開
し
、地
域
の

要
介
護
者
の
把
握
や
見
守
り
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、平
成
７
年
に
は
栃
木

県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会

長
か
ら
、平
成
16
年
に
は
全
国
民

税
率
改
正
、国
民
健
康
保
険
条
例
改
正
、

予
算
等
の
審
議
な
ど
の
中
心
的
な
役
割

を
果
た
さ
れ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、平
成

17
年
10
月
の
旧
烏
山
町
と
旧
南
那
須
町

の
合
併
時
に
は
、新
市
の
同
協
議
会
の

円
滑
な
運
営
に
貢
献
さ
れ
、更
に
は
、保

健
事
業
等
の
推
進
や
市
国
民
健
康
保
険

事
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
に
市
役
所
烏
山
庁
舎
を
訪

れ
、大
谷
範
雄
市
長
か
ら
お
祝
い
と
感

謝
の
言
葉
を
送
ら
れ
た
黒
羽
さ
ん
は

「
大
変
光
栄
で
す
。 
国
民
健
康
保
険
税

を
値
上
げ
す
る
と
き
は
苦
労
し
ま
し

た
。27
年
間
、何
と
か
努
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」と
ほ
っ
と
し
た
様
子
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

興
野
の
岡
野
等
さ
ん
が
、11
月
20

日
に
満
100
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

　

岡
野
さ
ん
は
新
聞
を
毎
日
欠
か
さ

　

11
月
６
日
、街
に
賑
わ
い
を
興
す

会（
小
川
二
三
雄
会
長
）は
、今
年
度
の
那

須
烏
山
市
ま
ち
づ
く
り
団
体
支
援
事

業
に
採
択
さ
れ
た
同
会
の「
和
服
・
ゆ

か
た
を
普
及
す
る
事
業
」の
一
環
と

し
て
、着
物
で
那
須
烏
山
市
内
を
め

ぐ
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、ツ

ア
ー
に
は
日
光
や
小
山
な
ど
市
内
外

か
ら
着
物
の
愛
好
者
約
30
人
が
参
加

し
、秋
に
彩
ら
れ
た
市
内
を
散
策
し

ま
し
た
。

　

一
行
は
、八
雲
神
社
を
始
め
、龍
門

の
滝
、島
崎
酒
造
の
ど
う
く
つ
酒
蔵
、

下
境
の
古
民
家
大
木
邸
な
ど
回

り
、名
所
旧
跡
と
着
物
と
の
和
の

雰
囲
気
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

娘
と
孫
の
３
世
代
で
参
加
し
た

女
性
は「
着
付
け
は
娘
に
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。着
物
を
着
る
こ
と
が
な

か
な
か
無
い
の
で
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ず
読
む
こ
と
と
、暖
か
い
日
に
は
、

庭
木
の
手
入
れ
を
し
て
過
ご
す
こ

と
が
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

　

現
在
、孫
５
人
、ひ
孫
が
10
人
い

る
岡
野
さ
ん
は
、食
事
も
１
日
３
度

し
っ
か
り
食
べ
る
そ
う
で
と
て
も
元
気

な
様
子
。

　

大
谷
範
雄
市
長
か
ら
祝
詞
と
花

束
が
送
ら
れ
る
と
恐
縮
し
た
様
子

で
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、い
つ
ま
で
も
元

気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

花束を受け取り
うれしそうな岡野さん。

岡
野
等
さ
ん（
興
野
）満
100
歳

　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

街
に
賑
わ
い
を
興
す
会
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板橋　陽子 田野倉・岩子 88-7257
堀江裕弥子 小倉・宇井 88-7299
髙田登代子 大金 88-7243
赤羽　一男 東原・小河原 88-2111
藤田　礼子 高瀬 88-7615
田村　純子 大里・曲田 88-8252
大金　文雄 森田宿・小塙 ・輪之内 88-2221
田中　洋子 曲畑 88-0144
吉葉　公男 八ヶ代 88-8396
室橋　智子 福岡・芦生沢 88-0287
櫻井　惠子 鴻野山 88-2843
白田　智子 こぶし台 88-9606
山本貴美子 小白井・西野 88-8234
髙津戸興一 熊田西 88-8673
岡本　　豊 熊田東 88-9107
小鍋　裕子 月次 88-7827
三村るり子 大金台 88-8051
永山トシ子 南大和久 88-2201
中山　明美 藤田 88-7193
橋本　フミ 三箇下 88-7712
冨田　義雄 三箇中 88-9187
中山　　博 三箇上 88-9231
八板　光子 上川井 88-8081
飯野フサ子 下川井上 88-8119
髙野　幸子 下川井下 88-8187
池尻　タイ 志鳥下 88-8615
滝口　　一 志鳥中 88-8631
八板　友子 志鳥上 88-2812
望月千登勢 主任児童委員 88-1908
村上美恵子 主任児童委員 88-2072

渡邊　康子 あたご 82-2470
寺門ノブ子 金井（国道西側） 82-2538
安田　恭子 金井（国道東側） 84-0153
藤川　茂子 金三、南（南1丁目） 82-2819
村上　和男 金三、南（南２丁目） 84-1788
中村　光子 金三、南（初音） 83-1215
丸山美和子 仲町 82-2411
田村　千洋 泉町 84-0052
三森　紀子 鍛冶町 82-2594
山村ノリ子  82-3631
大橋東洋雄  83-1675
小倉　孝子  83-0438
遠藤タツ子 元田町 82-2279
萩原　紀夫 屋敷町（中央３丁目） 82-2288
田野　洋子 屋敷町（中央1丁目） 82-2881
束原　節子 城東 84-0740
渋井　順子 高峰パークタウン、野上第四 80-0606
福田由貴子 神長上、神長中、神長川西 84-2173
岡﨑シゲ子 滝、神長下 83-2354
小菅　喜子 野上上、野上下 83-1515
檜山　邦次 野上舟戸、野上台団地 84-2529
奥畑　武一 向田東、向田南 84-2508
石川　法子 向田西一、向田西二 84-2383
國井ひろ子 落合 84-2446
栗田　孝子 宮原 82-2778
矢口　文子 上境三ツ木、上境一の沢 84-2827
桑久保正光 上境中、上境上平 83-1870
川上　泰夫 下境上、下境西、下境尼寺 84-0283
両方　文子  84-0525
澤村　絹子 横枕、小木須上 82-2296

川俣　雅夫  84-3129
堀江　幸子 大木須 84-3180
大森　ヨネ 大沢 83-1831
粟野　義明 興野上、興野中 83-0831
佐藤惠美子 興野下一、興野下二 82-3902
髙徳　年子 滝田本郷 82-3498
髙久　廣美 入滝田 84-1801
長山けい子 中山、八ケ平、平野 84-3228
髙橋テル子 谷浅見 84-0223
髙田　　正 大桶中、大桶下 84-2089
駒場　敏彦 大桶上、白久 84-2154
髙野　幸惠 主任児童委員 83-2164
生井加奈子 主任児童委員 84-1543
齋藤　恵子 主任児童委員 84-2541

　

12
月
１
日
付
け
で
、次
の
方
々
が
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
及
び
栃
木
県
知
事

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す

（
左
記
の
と
お
り
）。な
お
、任
期
は
３
年
で
す
。

　

民
生
委
員
は
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
、児
童
委

員
は
民
生
委
員
が
兼
ね
、そ
の
中
に
は
、児
童
福
祉

を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
が
い
ま
す
。

委
員
は
地
域
の
中
で
相
談
や
支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係
☎
88―

７
１
１

５
ま
で

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　

74
名
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト

氏名　   担当地区　電話番号

南那須地区
氏名　   担当地区　電話番号

烏山地区

日野町（中央２丁目、初音、
旭１丁目１～４・６・７）

日野町（旭１丁目22～24、
旭２丁目４～８・11～15）

日野町（旭１丁目５・８～21、
旭２丁目１～３・９～10） 

下境前石原、下境後石原、
下境川辺、小原沢

氏名　   担当地区　電話番号
小木須中、小木須四斗蒔、
小木須川戸、小木須国見

（前月20日までの入札結果、単位は千円、250万円以上）

こぶしの里遊歩道整備工事

富士見台工業団地線道整備交付金工事その3

野上神長線道路整備交付金工事その5

野上神長線道路整備工事その3

東原線道路整備交付金工事その1

田野倉曲畑線道路整備工事その1

那須烏山市消防団第4分団第5部（大桶）及び第7分団
第4部（大金）消防ポンプ自動車購入

野上神長線道路台帳作成業務委託（道整備交付金事業費）その61

藤田

藤田

神長

野上

東原

曲畑

大桶・大金

神長

㈱荒川建設

㈱中山建設

㈱野村建設

日光総業㈱

㈱岡工務店

荒井工業㈱

㈱モリタ東京営業部

東亜サーベイ㈱

19,110

37,957

12,757

12,285

18,585

51,450

18,900

5,355

10/26～3/10

10/29～2/25

11/5～3/10

10/28～3/10

11/1～3/10

11/1～3/10

10/28～3/13

11/22～3/25

入札等に関するお問い合わせは、総務課管財係☎0287-83-1111まで。
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第
12
回
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
が
11
月
６
日
と

７
日
の
２
日
間
開
催
さ
れ
、Ｊ
Ａ
な
す

南
本
店
を
会
場
に
、多
く
の
家
族
連
れ

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
た
会
場
で
は
、試
食

コ
ー
ナ
ー
が
人
気
と
な
り
、「
な
す
ひ
か

り
」の
消
費
拡
大
コ
ー
ナ
ー
で
は
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
の
試
食
、和
牛
肉
・
豚
肉
の
消
費
拡

大
コ
ー
ナ
ー
で
は
地
元
の「
と
ち
ぎ
和
牛
」

が
試
食
で
き
る
と
あ
って
、テ
ン
ト
前
に
は

長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、会
場
内
に
設
置
さ
れ
た
ス

テ
ー
ジ
で
は
歌
謡
シ
ョ
ー
や
バ
ン
ド
演

奏
、中
央
に
建
て
ら
れ
た
や
ぐ
ら
で
は

　

11
月
３
日
、山
あ
げ
会
館
周
辺
を
会

場
に
第
３
回
那
須
烏
山
商
工
会
ま
つ
り

（
主
催
：
那
須
烏
山
商
工
会
、中
村
彰
太
郎
会
長
）が

開
催
さ
れ
、多
く
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、商
工
業
の
Ｐ
Ｒ
と

商
工
業
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
会
場
内
を「
お
も
て
な
し

ひ
ろ
場
」と
命
名
し
、夢
の
ス
テ
ー
ジ
、

模
擬
店
、建
設
業
部
会
、工
業
部
会
に
分

か
れ
て
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、夢
の
ス

テ
ー
ジ
で
は
ダ
ン
ス
や
オ
カ
リ
ナ
の
演

奏
、ク
イ
ズ
な
ど
が
披
露
。ま
た
各
部
会

に
よ
る
、網
戸
張
り
替
え
や
木
工
製
品

の
販
売
、往
年
の
オ
ー
ト
バ
イ
の
メ
グ

ロ
が
展
示
さ
れ
、懐
か
し
む
高
齢
者
の

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、多
く
の
模
擬
店
が
出
展
さ
れ
、

そ
ば
の
実
演
販
売
や
手
作
り
パ
ン
の
販

売
に
訪
れ
た
人
た
ち
は
大
い
に
満
足
そ

う
で
し
た
。

　

中
村
会
長
は「
今
年
は
商
工
会
法
が

で
き
て
50
周
年
と
い
う
節
目
の
年
。今

後
も
地
域
活
性
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。　

　

こ
の
日
は
、商
工
会
法
施
行
50
周
年

記
念
事
業
で
募
集
し
た
川
柳
の
表
彰
式

も
行
わ
れ
ま
し
た
。応
募
総
数
164
句
の

中
か
ら
お
題
ご
と
に
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お
題「
の
れ
ん
」　

ア
イ
デ
ア
と
の
れ
ん
仲
良
く
客
を
呼
ぶ

　
　
　
　
　
　
　

石
川
由
美
子（
興
野
）

お
題「
記
念
」

記
念
日
に
君
と
思
い
出
作
る
旅

　
　
　
　
　
　
　

戸
田　

恭
子（
中
央
）

お
題「
50
」

50
年
客
が
支
え
た
古
の
れ
ん

　
　
　
　
　
　
　

白
寄　

多
美（
金
井
）

「
が
ら
ま
き
」が
行
わ
れ
、お
菓
子
や
餅

な
ど
の
景
品
を
拾
う
多
く
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、自
慢
の
包
丁
さ
ば
き
を

競
う
梨
の
皮
む
き
大
会
や
餅
つ
き
の
実

演
販
売
、地
域
内
に
あ
る
幼
稚
園
児
か

ら
高
校
生
ま
で
の
習
字
や
絵
画
も
展
示

さ
れ
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
に
、来
場

者
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の一
環
と
し
て
大
桶
運
動
公
園

で
行
わ
れ
た
輪
投
げ
大
会
に
は
、本
市
や

那
珂
川
町
か
ら
多
く
の
人
が
参
加
し
、

元
気
いっ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

和牛・豚肉消費拡大コーナー。 相談者で賑う営農相談コーナー。

会場には重機の展示も。 ふるさと烏山太鼓の演奏。

木工製品にも多く人が。川柳の表彰式。

地域の結びつきを深めるために地域の結びつきを深めるために

商工会法施行商工会法施行5050周年記念事業周年記念事業

地域の結びつきを深めるために

第12回 JAまつり第12回 JAまつり第12回 JAまつり

商工会法施行50周年記念事業

第３回第３回
那須烏山商工会まつり那須烏山商工会まつり
第３回
那須烏山商工会まつり
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市
で
は
、広
報
紙
の
有
効
活
用
と
安

定
的
な
収
入
源
の
確
保
を
目
的
に
、「
広

報
那
須
烏
山
」紙
面
へ
の
広
告
掲
載
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
掲
載
基
準

位　

置
：
各
ペ
ー
ジ
の
下
一
段（
表
紙
除
く
）

サ
イ
ズ
：
縦
4.7
㎝×

横
8.4
㎝

料　

金
：
単
色　
　

１
回
５
千
円

　
　
　

 

カ
ラ
ー　

１
回
１
万
円

※

カ
ラ
ー
は
裏
表
紙
に
限
り
ま
す

申
込
：
掲
載
希
望
号
の
発
行
日
の
30
日

前
ま
で（
詳
し
く
は
総
合
政
策
課
広
報
統
計
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

☎
０
２
８
７―

83―

１
１
１
２

広
告
掲
載
を
募
集

　

11
月
14
日
、七
合
公
民
館（
高
野
則
雄

館
長
）主
催
に
よ
る
第
10
回
七
合
公
民

館
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
こ
の
日
は
、七
合
会（
木
村
保
司
会
長
）

と
大
桶
地
域
み
ど
り
保
全
会（
木
村
義

二
会
長
）共
催
に
よ
る「
泥
ん
こ
田
ん

ぼ
体
験
事
業
収
穫
祭
」も
同
時
に
開

催
さ
れ
、多
く
の
市
民
で
賑
わ
い
ま

赤
飯
や
と
ん
汁
、つ
き
た
て
餅
、チ
ー

ズ
や
ゆ
で
卵
の
ス
モ
ー
ク
な
ど
が
振

舞
わ
れ
、来
場
者
は
文
化
の
秋
は
も

と
よ
り
、食
欲
の
秋
も

満
喫
し
ま
し
た
。

し
た
。

　

こ
の
日
館
内
で
は
、

今
ま
で
の
同
公
民
館
活

動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
で

制
作
し
た
作
品
の
展
示

を
行
っ
た
ほ
か
、ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
烏

山
語
り
の
会
に
よ
る
民

話
の
か
た
り
や
オ
ー
ル

ド
ク
ロ
ウ
の
ハ
ー
モ
ニ

カ
の
演
奏
、歌
う
友
の

会
の
合
唱
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、収
穫
祭
コ
ー

ナ
ー
で
は
、古
代
米
の

　

こ
ど
も
館
で
、11
月
23
日
、市
内
の
13

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
協
力
し「
こ

ど
も
館
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
に

も
か
か
わ
ら
ず
、開
場
と
同
時
に
多
く
の

来
場
者
で
賑
い
ま
し
た
。開
会
式
で
は
、

あ
す
な
ろ
作
業
所
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ

ル
演
奏
や
、オ
カ
リ
ナ
あ
ん
だ
ん
て
の
オ
カ

リ
ナ
演
奏
が
披
露
さ
れ
、大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

館
内
で
は
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、映
画
の
上
映
、オ
セ
ロ

ゲ
ー
ム
、豆
つ
か
み
ゲ
ー
ム
、ク
ラ
フ
ト
工

作
な
ど
、た
く
さ
ん
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
、子
ど
も
た
ち
は
、各
コ
ー
ナ
ー

を
回
り
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、親
子
ビ
ク
ス
の
体
験
会
も
行
わ

れ
、一
緒
に
な
っ
て
体
を
動
か
し
て
い
る
親

子
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、雨
の
中
、甘
酒
の
配

布
や
食
品
販
売
が
行
わ
れ
、悪
天
候
の

中
、訪
れ
た
家
族
ず
れ
で
、大
い
に
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

オールドクロウのハーモニカ演奏。和気あいあいの会場。たくさんの作品展示。

輪投げに挑戦。 親子ビクス体験中。 集中して。豆つかみゲーム。

みんなでいっしょにあそぼう！みんなでいっしょにあそぼう！みんなでいっしょにあそぼう！

こども館まつりこども館まつりこども館まつり

広報那須烏山への広告は随時受け付けています

楽市楽座（旧舟戸観光やな）お楽しみの日！

※フリーマーケットも同時開催
※洋画・日本画・掛軸・茶道具・彫刻等の整理の際にはご連絡ください。

お問い合わせ　ＴＥＬ0287-84-0327（担当：平岡）

売ります！買います！ 我楽多市 出品者募集中
日 時　12月19日（日）午前10時30分～開催
内 容　美術・骨董・生活雑貨・チャリテーオークション

　常時買取させていただいております。
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◇「広報那須烏山」では、みなさん
からの楽しい話題を募集していま
す。地域の行事や変わった出来事
などをお知らせください。もちろん、
可能な限り取材にうかがいます。

総合政策課広報統計係
☎0287-83-1112

素敵な微笑！（11月14日、曲畑ふれあい祭）素敵な微笑！（11月14日、曲畑ふれあい祭）素敵な微笑！（11月14日、曲畑ふれあい祭）

老人福祉施設で老人福祉施設で
       出前相談開設       出前相談開設
老人福祉施設で
       出前相談開設

　

11
月
21
日
、今
年
で
８
回
目
と
な
る

八
ヶ
代
自
治
会
の
収
穫
祭
が
ハ
ヶ
代
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、地

域
住
民
約
250
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、地
域
の
み
ん
な
で
そ
ば

を
楽
し
も
う
と
朝
早
く
か
ら
準
備
。

地
域
内
の
13
班
に
分
か
れ
て
、そ
ば
打

ち
、そ
ば
茹
で
を
行
い
、出
来
上
が
っ
た

そ
ば
を
秋
晴
れ
の
空
の
下
、参
加
者
み

ん
な
で
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、米
粉
を
使
っ
た
蒸
し
パ
ン
も

ふ
る
ま
わ
れ
、地
域
で
収
穫
さ
れ
た
秋

の
恵
み
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
行
わ

れ
、笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
収
穫
祭
と
な
り

ま
し
た
。

　

公
民
館
長
の
小
池
要
一
さ
ん
は

「
地
域
の
人
は
収
穫
際
を
毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
る
。今
後
も
実
施
し
て
い

き
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
、烏
山
人
権
擁
護
委
員

協
議
会（
檜
山
秀
雄
会
長
）の
メ
ン
バ
ー

５
人
は
、老
人
福
祉
施
設
聖
園
ヨ
ゼ

フ
老
人
ホ
ー
ム
を
訪
問
し
、特
設
の

人
権
相
談
所
を
開
設
し
、普
段
か
ら

相
談
す
る
機
会
が
少
な
い
入
所
者

ら
か
ら
の
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、人
権
相
談
所
で
の
相
談

が
困
難
な
社
会
福
祉
施
設
に
入
所

し
て
い
る
高
齢
者
な
ど
に
、気
軽
に

相
談
が
で
き
る
よ
う
に
と
、平
成
18

　

烏
山
公
民
館
を
会
場
に
11
月
15
日
、

広
島
県
に
あ
る「
達
磨　

雪
花
山
房
」の

そ
ば
打
ち
名
人
高
橋
邦
弘
さ
ん
に
よ
る

講
習
会「
高
橋
邦
弘
氏　

そ
ば
を
語
る
」

が
那
須
烏
山
市
観
光
協
会（
福
田
弘
平
会

長
）主
催
で
開
催
さ
れ
、名
人
が
打
っ
た

そ
ば
を
味
わ
え
る
と
あ
っ
て
、市
内
外

か
ら
約
300
人
の
そ
ば
愛
好
家
が
集
り
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
福
田
会
長
は「
那
須
烏
山

市
か
ら
八
溝
そ
ば
街
道
の
そ
ば
を
全
国

に
発
信
し
て
い
き
た
い
。今
日
は
そ
の

第
一
歩
で
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
講
習
会
で
は
、ス
テ
ー
ジ

に
仮
設
さ
れ
た
麺
台
で
そ
ば
打
ち
を
実

演
。参
加
者
は
、約
50
人
ず
つ
に
分
か
れ

て
順
に
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、名
人
の

手
さ
ば
き
や
切
り
方
を
食
い
入
る
よ
う

に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。実
演
し
な
が

ら
も
多
く
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
て
い

た
高
橋
名
人
は
、「
今
日
は
気
楽
に
見
て

い
た
だ
い
て
、ひ
と
つ
で
も
い
い
か
ら
、

こ
う
い
う
や
り
方
が
あ
る
ん
だ
な
と

思
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

見
学
後
に
参
加
者
は
、屋
外
に
設
置

さ
れ
た
テ
ン
ト
で
打
ち
た
て
の
そ
ば
を

試
食
。市
内
に
住
む
阿
久
津
三
郎
さ
ん

は「
さ
す
が
名
人
の
そ
ば
は
お
い
し
い
。

少
し
で
も
上
手
に
そ
ば
打
ち
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
ね
」と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

入所者の相談を受ける人権擁護委員。入所者の相談を受ける人権擁護委員。入所者の相談を受ける人権擁護委員。

高橋名人によるそば打ちの実演。名人技にくぎ付けになる参加者。

そ
ば
打
ち
名
人「
高
橋
邦
弘
氏
」講
習
会

年
度
か
ら
同
委
員
が
出
向
い
て
相

談
所
を
開
設
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
午
前
９
時
30
分
か
ら

約
２
時
間
に
わ
た
っ
て
入
所
者
や

施
設
の
職
員
の
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。

　

訪
問
し
た
相
談
員
は「
高
齢
者
だ

か
ら
こ
そ
抱
え
る
問
題
が
多
く
あ

り
、開
設
し
て
よ
か
っ
た
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

美
味
し
そ
う
に
そ
ば
を
ほ
お
ば
る
参
加
者
。
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11
月
13
日
、那
須
烏
山
市
文
化
協

会
合
併
５
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

国
史
跡
長
者
ヶ
平
官
衙
遺
跡
附
東
山

道
跡
講
演
会（
那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
、那

須
烏
山
市
文
化
協
会
、栃
木
県
文
化
協
会
主
催
）が

南
那
須
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、い
か
ん
べ
民
話
の
会

の
杉
山
幸
栄
子
さ
ん
が「
長
者
ヶ
平
の

伝
説
」を
と
ち
ぎ
訛
り
を
交
え
な
が

ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、奈
良
県
で
行
な
わ
れ
た
平

城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
の
衣
装
デ
ザ

イ
ン
を
担
当
さ
れ
た
山
口
千
代
子
さ

ん
が
、飛
鳥
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て

の
衣
装
の
変
化
を
、一
般
公
募
で
募
集

を
し
た
モ
デ
ル
を
使
い
な
が
ら
丁
寧
に

解
説
し
ま
し
た
。山
口
さ
ん
は「
十
二

単
衣
な
ど
華
や
か
な
衣
装
に
意
識
が

い
き
が
ち
で
す
が
、奈
良
時
代
の
衣
装

こ
そ
洋
服
の
ル
ー
ツ
で
す
」と
熱
心
に

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
は
、同
公
民
館
か

ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
間
を
、男
女

そ
れ
ぞ
れ
色
鮮
や
か
な
天
平
衣
装
を

身
に
ま
と
い
ミ
ニ
行
列
を
し
ま
し
た
。

会
場
周
辺
に
は
、華
や
か
な
衣
装
を
レ

ン
ズ
に
収
め
よ
う
と
す
る
多
く
の
カ
メ

ラ
マ
ン
の
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
、曲
畑
自
治
会
恒
例
の
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
が
同
公
民
館
で
開
か

れ
、地
域
住
民
約
150
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

と
か
く
疎
遠
に
な
り
が
ち
な
隣
人

と
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
始
ま
っ
た

事
業
も
今
年
で
24
回
目
。子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
が
一
緒
に
な
っ
て
楽

し
む
姿
が
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、午
前
の
部
で
は
徒
競
走
や

三
色
玉
入
れ
、パ
ン
食
い
競
走
な
ど
の

運
動
会
が
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の

中
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、地
元
消
防
団
に
よ
る
救
急

法
の
訓
練
が
行
わ
れ
、真
剣
に
取
り
組

む
住
民
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。午
後
に

は
、那
須
烏
山
警
察
署
に
よ
る
交
通
安

全
教
室
や
地
域
住
民
よ
る
カ
ラ
オ
ケ

や
ダ
ン
ス
な
ど
の
芸
能
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、会
場
で
は
味
噌
お
で
ん
、味

つ
け
玉
子
な
ど
の
手
作
り
料
理
の
販

売
も
行
わ
れ
、地
元
な
ら
で
は
の
お
祭

り
に
、一
日
中
笑
顔
と
元
気
が
絶
え
な

い
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

華やか衣装での記念撮影。華やか衣装での記念撮影。華やか衣装での記念撮影。

パン食い競走を楽しむ参加者。
　

11
月
21
日
、す
く
す
く
保
育
園
の
園

庭
で
野
上
地
区
自
治
会
と
各
種
団
体

で
組
織
す
る
野
上
地
区
ふ
れ
あ
い
活

動
事
業
実
行
委
員
会（
沢
村
耕
正
委
員
長
）

主
催
に
よ
る「
ミ
ニ
運
動
会
」が
、穏
や

か
な
天
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
回
目
と
な
る
こ
の
運
動

会
。こ
の
日
は
、幼
児
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
約
200
人
が
参
加
し
、和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
で
、め
ざ
せ
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
や
輪
投
げ
、Ｊ
リ
ー
グ
を
め

ざ
せ
、パ
ン
食
い
競
走
な
ど
８
種
目
の

ゲ
ー
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
に
す
が
す
が
し

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、ミ
ニ
運
動
会
終
了
後
に
は
、

け
ん
ち
ん
う
ど
ん
や
そ
ば
が
振
る
舞

わ
れ
、参
加
者
た
ち
は
お
い
し
そ
う
に

ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

沢
村
委
員
長
は「
楽
し
み
に
し
て
い

た
ミ
ニ
運
動
会
を
開
催
す
る
こ
と
に

よ
り
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

地
域
み
ん
な
で
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
が
大
変
う
れ
し
い
で

す
。こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
き
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

参加者による一刀両断。

天平衣装を解説する山口天平衣装を解説する山口さんさん。天平衣装を解説する山口さん。

秋
晴
れ
の
中
、曲
畑
ふ
れ
あ
い
祭

秋
晴
れ
の
中
、曲
畑
ふ
れ
あ
い
祭

秋
晴
れ
の
中
、曲
畑
ふ
れ
あ
い
祭

な
ま



20

●
第
16
回
会
長
杯
混
合
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会 

（
10
月
12
日
〜
14
日
、緑
地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
こ
ぶ
し
台
▽
準
優
勝
：
熊
田
▽

第
３
位
：
南
大
和
久
・
江
川

▽
最
優
秀
選
手
：
花
松
仁（
こ
ぶ
し
台
）

▽
優
秀
選
手
：
竹
井
正
典（
熊
田
）

●
第
23
回
か
ら
し
ん
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会（
10
月
21
日
、緑
地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
多
々
良
サ
ト（
大
金
台
）▽
準
優

勝
：
小
池
清
三（
八
ヶ
代
）▽
第
３
位
：
雫

三
男（
南
大
和
久
）

●
第
５
回
那
須
烏
山
市
秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会（
10
月
24
日
、緑
地
運
動
公
園
）

【
中
学
生
男
子
】▽
優
勝
：
大
谷
俊
介
・
岩

間
有
輝（
荒
川
中
）▽
準
優
勝
：
玉
造
健
太

郎
・
渡
邊
維
也（
荒
川
中
）▽
第
３
位
：
和

田
舜
・
吉
葉
拓
海（
荒
川
中
）、篠
崎
翔
・
菊

池
睦
人（
荒
川
中
）

【
中
学
生
女
子
】▽
優
勝
：
髙
田
萌
香
・
木

下
瑠
唯（
荒
川
中
）▽
準
優
勝
：
岡
崎
里

佳
・
金
田
み
な
美（
七
合
中
）▽
第
３
位
：

吉
澤
日
菜
・
小
西
那
菜（
七
合
中
）、船
山

明
日
海
・
小
峯
つ
く
し（
下
江
川
中
）

【
一
般
男
子
】▽
優
勝
：
村
田
優
奈
・
村
田

正
章
▽
準
優
勝
：
黒
須
則
夫
・
澤
村
祐
毅

▽
第
３
位
：
吉
葉
拓
也
・
西
川
立
郎

【
一
般
女
子
】▽
優
勝
：
丸
山
ミ
ツ
イ
・
千
代

原
ト
キ
子
▽
準
優
勝
：
新
島
澄
子
・
地
主
世

津
子
▽
第
３
位
：
平
野
幸
子
・
坂
主
慶
子

【
シ
ニ
ア
男
子
】▽
優
勝
：
秋
元
孝
夫
・
佐

藤
万
里
子
▽
準
優
勝
：
大
山
賢
一
・
森
健

治
郎
▽
第
３
位
：
粂
川
秀
夫
・
中
嶋
謙
助

【
シ
ニ
ア
女
子
】▽
優
勝
：
久
保
田
蔦
子
・

越
渕
雅
子
▽
準
優
勝
：
青
木
と
み
子
・
大

崎
美
佐
子
▽
第
３
位
：
福
島
ト
ミ
子
・
米

山
由
美
子

●
平
成
22
年
度
市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会（
11

月
14
日
、大
桶
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
Ｎ
Ｏ‐

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｐ
▽
準
優
勝
：

ス
ド
ウ
ク
ラ
ブ

●
平
成
22
年
度
秋
季
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会（
11
月
８
日
〜
11
日
、烏
山
体
育
館
・
荒

川
中
体
育
館
）

▽
優
勝
：
屋
敷
ミ
ス
ト
レ
ス
▽
準
優
勝
：

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
▽
第
３
位
：
四
ツ
葉

●
平
成
22
年
度
男
女
混
合
市
民
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会（
10
月
25
日
〜
28
日
、烏
山
体
育

館
・
荒
川
中
体
育
館
）

▽
優
勝
：
ポ
ラ
リ
ス
▽
準
優
勝
：
ゆ
う
＆

み
い
▽
第
３
位
：
ヨ
ネ
ッ
ク
ス

■
ふ
る
さ
と
納
税（
応
援
寄
付
金
）と
し
て

市
民
か
ら
10
万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。ふ
る
さ
と
応
援
基
金
へ
積
立
し
、地

域
福
祉
と
教
育
環
境
の
充
実
の
た
め
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
納
税（
応
援
寄
付
金
）と
し
て

神
奈
川
南
那
須
会
の
船
山
和
美
様（
神
奈

川
県
伊
勢
原
市
）、笹
崎
金
平
様（
同
県
相
模

原
市
）（

同
県
相
模
原
市
）

、古
口
宏
様（
同
県
川
崎
市
）、髙
津
戸

健
造
様（
同
県
川
崎
市
）か
ら
那
須
烏
山
市

に
そ
れ
ぞ
れ
１
万
円
、計
４
万
円
が
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。ふ
る
さ
と
応
援
基
金

へ
積
立
し
、地
域
福
祉
と
教
育
環
境
の

充
実
の
た
め
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
納
税（
応
援
寄
付
金
）と
し
て

越
田
悟
様（
千
葉
県
佐
倉
市
）か
ら
那
須
烏

山
市
に
５
万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
へ
積
立
し
、特
産

品
の
育
成
と
観
光
・
産
業
の
振
興
の
た

め
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
塩
野
目
一
男
様（
下
境
）か
ら
那
須
烏

山
市
に
５
万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
福
祉
事
業
の
充
実
の
た
め
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
市
民
か
ら
那
須
烏
山
市
に
100
万
円
が

寄
付
さ
れ
ま
し
た（
本
人
の
希
望
に
よ
り
匿

名
）。社
会
福
祉
事
業
の
充
実
の
た
め
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

こ
こ
で
は
、
保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た

情
報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
名 

（ 

保 

護 

者 

）  

住 　

所

人
見　

聖
真（
友
太・知
世
） 

曲　
　

畑

鈴
木　

小
晴（ 

勇 

・幸
子
） 

野　
　

上

山
寺　

柚
衣（ 
賢 

・俊
子
） 

下 

川 

井

古
谷　

優
翔（
亮
祐・紗
也
加
） 

旭
２
丁
目

円
谷　

璃
音（
良
則・恵
子
） 

志　
　

鳥

田
角　
　

凛（
章・香
緒
里
） 
旭
１
丁
目

菊
池　

衣
那（
善
也・知
恵
） 
小　
　

倉

鶴
田
芙
羽
香（
祐
介・奈
穂
子
） 

野　
　

上

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

広報那須烏山への広告は随時受け付けています

オープン特別企画
石の蔵クリスマスライブ（S21年9月設立）

FUKUMI（Vo）& Mark Trio
12月12日（午後3時スタート）

1月16日（午後1時30分スタート）

次回：鈴木良雄（Bass）＆　山本剛（Piano）
セシルモンロー（Drum）

チケットはビッグワンツタヤ：上野楽器各店他
TEL 0287－83－7088　ishigura.com/Tsuchiya 

し
ょ
う
ま

こ
は
る

 
ゆ 
い

ゆ
う
と

り
お
ん

り
ん

え 

な

ふ
う
か

☎028-333-3331
地上デジタル放送受診に関する相談、受診調査の依頼は
デジタルサポートセンター栃木まで

（1/31まで）
stella
美容室

ステラ

 大　　人 ￥2,250 パ ー マ ￥5,500～
 中・高生 ￥1,800 カ ラ ー ￥5,500～
 幼・小学 ￥1,350 縮毛矯正 ￥9,000～
 60歳以上 ￥1,800 ﾄﾘｰﾄﾒﾝﾄ ￥2,250～
○時　間 9：00～18：30（時間外もご相談ください）
○定休日 毎週月曜日　第1・3日曜日
国道294号沿い 烏山運動公園のすぐ側です

カット
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市の人口

※平成17年国勢調査を基にした毎月人口
　調査の統計人口です。

作品募集

文文

芸

　

◆　

一　

般　

図　

書　

◆

◇『
空
き
家
再
生
ツ
ア
ー
』岸
本 

葉
子

◇『
金
閣
寺
の
燃
や
し
方
』酒
井 

順
子

◇『
天
女
湯
お
れ
ん
』諸
田 
玲
子

◇『
抱
擁
、あ
る
い
は
ラ
イ
ス
に
は
塩
を
』江
國 

香
織

◇『
忍
び
外
伝
』乾　

緑
郎

◇『
成
り
上
が
り
』江
上　

剛

◇『
農
家
直
伝
豆
を
ト
コ
ト
ン
楽
し
む
』農
文
協

◇『
鋼
鉄
の
叫
び
』鈴
木 

光
司

◇『
喜
嶋
先
生
の
静
か
な
世
界
』森　

博
嗣

◇『
ぎ
っ
ち
ょ
ん
ち
ょ
ん
』群 

よ
う
こ

◇『
沈
黙
の
檻
』堂
場 

瞬
一

◇『
親
鸞
と
道
元
』五
木 

寛
之

◇『
木
暮
荘
物
語
』三
浦 

し
を
ん

◇『
機
嫌
の
い
い
犬
』川
上 

弘
美

◇『
ハ
ー
バ
ー
ド
白
熱
教
室
講
義
録
＋
東
大
特
別
授
業　

　

上
・
下
』マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル

　

◆　

児　

童　

図　

書　

◆

◇『
く
ら
し
を
変
え
て
き
た
あ
か
り
の
大
研
究
』深
光 

富
士
男

◇『
も
り
の
お
く
の
お
ち
ゃ
か
い
へ
』み
や
こ
し 

あ
き
こ

◇『
も
し
も
ぼ
く
の
せ
い
が
の
び
た
ら
』に
し
ま
き 

か
や
こ

◇『
宇
宙
に
果
て
は
あ
る
の
？
』池
内　

了

◇『
う
わ
さ
の
よ
う
ち
え
ん
』き
た
や
ま 

よ
う
こ

◇『
ル
ラ
ラ
と
ト
ー
ラ
ラ　

ク
リ
ス
マ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン

　

 

ト
』お
く
は
ら 

ゆ
め

◇『
ば
す
く
ん
の
く
り
す
ま
す
』な
か
や 

み
わ

◇『
あ
り
が
と
う
も
ぐ
ら
の
ゲ
ン
さ
ん
』古
川 

麻
澄

◇『
ま
ほ
う
つ
か
い
の
ト
ビ
ィ
』カ
ズ
ノ
・
コ
ハ
ラ

◇『
ク
リ
ス
マ
ス
物
語
』マ
ル
コ
・
レ
イ
ノ

川　

柳　
　
　
　
　
　

篠
﨑　

酔
月　

選

短　

歌　
　
　
　
　
　

小
勝　
　

明　

選

俳　

句　
　
　
　
　
　

齋
藤　
　

穂　

選

男　14,415　女　14,975
出生 　14　　死亡　27
転入    49　　転出　66

11月1日現在
（ ）対前月比

○中学校の同窓会がありました。
楽しかったです。先生からいろ
んな話が暴露されました。知り
ませんでした、先生がそんなに
話し好きだったなんて…。知り
ませんでした、先生がそんなに
お酒好きだったなんて…。いつ
までもお元気で、せんせい　（O）
○コタツとホットカーペットを
つけてちょっとだけ横になるつ
もりが！いつの間にか夢の中
へ！ここ 5日、寝床まで道のり
が遠く険しく、コタツで就寝す
る日々。でも“風邪 ”とは全く無
縁な健康体。これって「馬」＆「鹿」
ということですか？　（G）
○『情けは人のためならず』の真
意をご存知ですか？親切にして
いれば、回りまわって結局は自
分ためになるということです。
最近、人の役に立つことをした記
憶が…ない。『いいこと』を貯めて
おければいいのに。あ! ! 見返り
を求めちゃいけませんね　(K）

編集後記
香
り
よ
り
姿
に
惚
れ
る
菊
花
展　
　
　
　
　

久
保
居
マ
サ
ミ（
大　

金
）

派
手
好
み
少
し
控
え
た
身
の
こ
な
し

小
堀　

翠
泉（
中　

央
）

傘
寿
で
も
眼
鏡
の
世
話
に
な
ら
ぬ
日
々

木
下
キ
ミ
イ（
志　

鳥
）

煙
草
や
め
空
箱
見
て
は
ね
じ
り
捨
て

　
　
　
　

松
本
恵
代
子（
三　

箇
）

手
の
平
を
ま
な
板
に
し
て
新
豆
腐

　
　
　
　
　

水
井　

陽
子（　

南　

）

無
人
駅
秋
の
風
鈴
鳴
り
止
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　

矢
口　

玄
鳥（
大　

金
）

照
紅
葉
い
ろ
は
に
四
十
八
曲
り

　
　
　
　
　
　
　

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

物
差
で
見
え
ぬ
人
生
曼
珠
沙
華

　
　
　
　
　
　
　

髙
徳　

美
井（
大　

金
）

門
灯
の
と
も
ら
ぬ
わ
が
家
に
帰
り
く
る

一
人
居
に
も
馴
れ
久
し
く
な
り
ぬ

　
　

平
野　

重
男（
大　

金
）

山
萩
の
花
に
つ
づ
き
て
女
郎
花
吾
亦
紅
咲
く

わ
が
庭
の
秋

荒
井　

幸
代（
鴻
野
山
）

老
母
の
使
い
残
し
し
ク
リ
ー
ム
を
も
ら
い
き

た
り
て
夜
ご
と
手
に
ぬ
る

黒
尾
美
千
恵（
上
川
井
）

大
根
の
間
び
き
を
し
つ
つ
土
手
の
斜
面
の
草

刈
る
夫
の
無
事
を
念
ず
る

　
　

水
上
キ
ヨ
子（
志　

鳥
）

南那須図書館 ☎0287-88-2748
烏山図書館 ☎0287-82-3062

毎
月
 
日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
統
計
係
あ
て
、郵

送
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
の
方
法
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

あ
て
先
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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世帯数　10,008

人口 29,390（－30）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、新
着
一
覧
が
検
索
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.nasukarasuyam

a.lg.jp/10,0,48.htm
l

と
あ
る
所
の
と
あ
る
話

　

い
よ
い
よ
ク
リ
ス
マ
ス
。み
な
さ
ん
は

セ
ン
ト
・
ニ
コ
ラ
ス
と
い
う
人
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？
そ
う
、今
で
は
世
界
中
で
親

し
ま
れ
て
い
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
モ

デ
ル
と
な
っ
た
人
物
で
す
。

　

当
時
、ト
ル
コ
の
司
教
で
あ
っ
た
ニ
コ

ラ
ス
は
、貧
し
く
て
娘
を
嫁
に
出
せ
な
い

家
庭
を
不
憫
に
思
い
、家
に
金
貨
を
投
げ

入
れ
ま
し
た
。そ
の
金
貨
が
偶
然
に
も
靴

下
の
中
に
入
っ
た
こ
と
か
ら
、「
プ
レ
ゼ

ン
ト
は
靴
下
の
中
へ
」と
い
う
習
慣
が
始

ま
っ
た
そ
う
で
す
。そ
う
で
す
、サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
の
誕
生
で
す
ね
。

　

そ
ん
な
ク
リ
ス
マ
ス
に
あ
や
か
っ
て
、

図
書
館
で
は
12
月
24
日
ま
で
の
期
間
、サ

ン
タ
の
絵
本
や
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を

飾
っ
て
い
ま
す
。是
非
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ふ
び
ん

バ　　　　　カ
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※赤字は新たに宇都宮直通運転になった発着時刻

編
集　

総
合
政
策
課

那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目
１
番
１
号 

☎
０
２
８
７
ー
83
ー
１
１
１
２

N
o.63

201
20100..1122

平成平成2222年1212月４日から月４日からJRJR烏山線のダイヤが烏山線のダイヤが
改正され宇都宮直通運転が拡大しました。改正され宇都宮直通運転が拡大しました。
平成22年12月４日からJR烏山線のダイヤが
改正され宇都宮直通運転が拡大しました。

時刻表　上り  宇都宮方面（平日 /土曜 /休日）

時刻表　下り  烏山方面（平日 /土曜 /休日）

 烏 山 滝 小 塙 大 金 鴻野山 仁井田 宝積寺 宇都宮
 発 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 着・発 着

 　5:37 　5:42 　5:47 　5:57 　6:05 　6:10 　6:21 　6:34
 　6:35 　6:40 　6:45 　6:56 　7:04 　7:08 　7:19 　7:32
 　7:31 　7:36 　7:41 　7:51 　7:59 　8:04 　8:16 　8:30
 　8:24 　8:29 　8:34 　8:45 　8:53 　8:57 　9:09 　9:23
 　9:35 　9:40 　9:44 　9:55 10:03 10:07 10:23 10:36
 10:59 11:04 11:08 11:19 11:27 11:31 11:43 11:56
 12:29 12:34 12:38 12:49 12:57 13:01 13:13 13:24
 13:59 14:04 14:08 14:19 14:27 14:31 14:43 14:57
 15:29 15:34 15:38 15:49 15:57 16:01 16:10 
 16:38 16:43 16:47 16:58 17:06 17:10 17:22 17:36
 17:38 17:43 17:47 17:58 18:06 18:10 18:20 18:33
 18:34 18:39 18:43 18:54 19:02 19:06 19:15 
 19:27 19:32 19:37 19:47 19:55 20:00 20:08 
 20:20 20:25 20:29 20:40 20:48 20:52 21:01 
 21:14 21:19 21:24 21:34 21:42 21:47 21:56 
 21:51 21:56 22:01 22:06 22:14 22:18 22:27 

 宇都宮 宝積寺 仁井田 鴻野山 大金 小塙 滝 烏山
 発 発 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 着

  　5:35 　5:44 　5:49 　5:55 　6:00 　6:05 　6:10
  　6:34 　6:43 　6:48 　6:54 　6:58 　7:03 　7:08
 　7:09 　7:26 　7:37 　7:42 　7:49 　7:54 　7:59 　8:04
 　8:05 　8:23 　8:32 　8:37 　8:43 　8:47 　8:52 　8:57
 　9:18 　9:33 　9:42 　9:47 　9:53 　9:57 10:02 10:07
 10:41 10:56 11:06 11:11 11:17 11:21 11:26 11:31
 12:10 12:26 12:36 12:41 12:47 12:51 12:56 13:01
 13:40 13:56 14:06 14:11 14:17 14:21 14:26 14:31
 15:10 15:26 15:36 15:41 15:47 15:51 15:56 16:01
  16:36 16:45 16:50 16:56 17:00 17:05 17:10
 17:15 17:36 17:45 17:50 17:56 18:00 18:05 18:10
 18:15 18:32 18:41 18:46 18:52 18:56 19:01 19:06
 19:10 19:25 19:34 19:39 19:45 19:49 19:55 19:59
  20:18 20:27 20:32 20:38 20:42 20:47 20:52
  21:12 21:21 21:26 21:32 21:36 21:42 21:46
  22:59 23:08 23:13 23:19 23:23 23:29 23:33
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